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女性の健康づくり支援特別委員会

（平成２２年度）

女性の健康づくり支援特別委員会報告書

広島県地域保健対策協議会 女性の健康づくり支援特別委員会

委 員 長　田中　純子

Ⅰ．　活　動　報　告

　高齢化が加速しているわが国において、親の介護、
配偶者の介護など、急速に進んでいる女性の社会進
出とともに、女性の果たす役割が以前と比べ大きく
なっている。家庭を含む社会にとって、誰もが、生
涯を通じて精神的、身体的、社会的に健康で充実し
た日々を過ごすことは重要である。主体的に自らの
健康に目を向け、思春期から中高年までの年代を通
じて、必要に応じた疾病予防や健康増進に関する実
践が可能となるような支援施策が求められている。

　本特別委員会では、初年度に実施した「女性の健
康づくりに係る課題に関するアンケート調査」から
得た結果を元に、特に「女性のライフサイクルと健
康」という点に着目して「ひろしま県版 女性のため
の健康ノート」の作成に着手した。
　「ひろしま県版 女性のための健康ノート」は、家
族の健康管理を担い続けている女性が自分自身の健
康に目を向けてさらなる健康維持に役立つ動機付け
ツールとして、年齢に応じて適宜活用できる情報
「保存版」ツールとして、また、女性家族が共通して
利用できる家族健康ファイルとして作成をめざした
ものである。
　女性のライフステージごとに、すなわち年齢・世
代ごとの健康維持に必要かつ重要な項目が自分で

チェックできるよう、産科婦人科、整形外科、歯科、
精神科、内科などの面から幅広く検討を行った。ま
た、検診のチェックや治療（入院･手術）の記録、予
防接種や海外渡航の記録が可能な記録簿としての機
能も取り入れ、同時に、緊急時の連絡先や、困った
ときの広島県および市町の相談窓口一覧を掲載し、
情報保存版としても有用なものとなっている。
　この健康ノートは、本特別委員会委員と広島県、
県医師会の多くの専門の方々の多大なるご協力によ
り完成に至ったものである。ここに、関係者の方々
のご支援に深く感謝いたします。

Ⅱ．　作成および配布状況

１）作成部数
　　・「ひろしま県版 女性のための健康ノート」
 5¼000部
　　・「ひろしま県版 女性のための健康ノート」ア

クセスカード 10,000枚
２）配布対象
　　・市町および検診機関、関係団体での配布
　　・女性の健康週間のイベントでの配布
　　・県のポータルサイト「ひろしま健康ネット」

に登載（ダウンロード可能）
　　　http:// www.pref. hiroshima. lg. jp/ page/ 

1298613913575/ index. html

　　・医療機関での配布
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広島県地域保健対策協議会 女性の健康づくり支援特別委員会
委員長　田中　純子　広島大学大学院疫学・疾病制御学
委　員　青木陽一郎　広島県環境保健協会
　　　　井之川廣江　広島県医師会
　　　　岩沖　靖久　JA吉田総合病院
　　　　奥野　博文　広島市健康福祉局保健部保健医療課
　　　　小島　　隆　広島県歯科医師会
　　　　小林　昭博　広島県健康福祉局保健医療部健康対策課
　　　　佐伯真由美　県立総合精神保健福祉センター
　　　　瀬戸真理子　瀬戸産婦人科医院
　　　　田中　彰彦　呉市保健所健康増進課
　　　　中川　絵理　広島県女性会議
　　　　橋目美枝子　全国健康保険協会広島支部
　　　　早瀬　良二　国立病院機構福山医療センター
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